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はじめに

今回は、カスタムコントロールにデ

ータ機能を付加させてデータソースを

プロパティページで設定できるように

し、CurrencyManagerクラスを使用した

VB6.0時代のレコードを移動するデー

タコントロール風のカスタムコントロ

ールを作成します。

具体的には、ユーザーコントロール

に［先頭］［前へ］［次へ］［最後］とい

ったデータ行を移動する各ボタンと

「DataSource」プロパティを追加し、デ

ータ移動用のボタンを押下した際に

「DataSource」プロパティで指定したデ

ータオブジェクトの行を移動できるよ

うにする方法について解説します。

データソースの
概念

既存のWindowsコントロールのデー

タソースは、従来のデータベースに限

らず任意のデータソースにバインドす

ることができます。たとえば、独自に

カスタムデータソースを作成するので

あれば、データソースの仕様として次

に挙げるインターフェイスを実装する

必要があります。

・System.ComponentModel.

IBindingList

・System.ComponentModel.

IEditableObject

IBindingListインターフェイスは、

ListChangedイベントを発行して、リス

トの項目またはリスト自体の変更をプ

ログラムに通知します。

IEditableObjectインターフェイスは、

DataRowViewクラスに実装されていま

す。このインターフェイスはBeginEdit、

EndEdit、CancelEditの各メソッドを公

開します。

データのバインディングを行なうに

は「System.Collections.IList」「System.

ComponentModel.IComponent」といっ

たインターフェイスを実装、または実

装しているコントロールを継承してい

る必要があります。

本稿で取り扱うデータソースの内容

使いやすいコントロールを手に入れるためのノウハウ
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はDataSet内の単一データメンバ（データテーブル）を指定

して使用します。

バインディング

.NET Frameworkで定義されているWindowsフォーム上

のデータのバインディングは、さまざまなオブジェクトの組

み合わせにより機能しています。そのためバインディング

はいろいろと複雑です。ここでは、バインディングを行な

うための主要なクラス、BindingContextとCurrencyManager

について簡単にまとめてみます。

BindingContextオブジェクト

「Control」クラスを継承するクラスには、Bindingの最上

位にあるBindingContextオブジェクト（System.Windows.

Forms.BindingContext）が実装されています。Binding

Contextオブジェクトは、BindingManagerBaseオブジェクト

を管理します。BindingManagerBaseオブジェクトは、抽象

クラスなので直接参照できません。BindingContextオブジ

ェクトは、PropertyManagerクラスとCurrencyManagerクラ

ス（これらはSystem.Windows.Forms名前空間に属します）

のインスタンスを管理しています。

データソースが単一のデータを返す場合は、BindingMana

gerBaseのインスタンスとしてPropertyManagerオブジェク

トが生成されます。データソースがオブジェクトのリスト

を返す場合は、インスタンスとしてCurrencyManagerオブ

ジェクトが生成されます。ADO.NETでは常にインスタンス

としてCurrencyManagerオブジェクトが生成されます。

これらのことからBindingContextオブジェクトは、

Controlクラスから派生したコントロールオブジェクト

（Formやカスタムユーザーコントロールなど）にひとつだけ

存在し、かつCurrencyManagerオブジェクトを取得できる

ことがわかります。

リスト1に使用例を挙げてみましょう。ここで注目してい

ただきたいのは以下のコード（リスト1の①）です。

Tbl = DataSet1.Tables(0)
CurrentData = Me.BindingContext(Tbl)
MsgBox("RowNo:" + CurrentData.Position.ToString)

ここでは「Me」（Formのインスタンス）から「Binding

Context」にアクセスし、引数にDataSet1（データセットの

インスタンス）が保有しているテーブルを設定して、Data

Set1のTables(0)（DataTableオブジェクト）のCurrency

Managerオブジェクトを取得しています。

また、このメソッドの実行結果を図1に示します。のちほ

ど詳しく説明しますが、DataGrid上で選択したデータをメ

ッセージとして出力しています。

Private Sub btnGetBindingContext_Click( _
ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) _
Handles btnGetBindingContext.Click

Dim CurrentData As CurrencyManager
Dim Tbl As New DataTable
Dim s As String

Tbl = DataSet1.Tables(0)
CurrentData = Me.BindingContext(Tbl)
MsgBox("RowNo:" + CurrentData.Position.ToString)

For Each Itm As Object In CType( _
CurrentData.Current, DataRowView).Row.ItemArray

s += CStr(Itm) + vbCrLf
Next
MsgBox(s)

End Sub

リスト1：BindingContextの使用例

①

②

図1：BindingContextの使用例の実行結果
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